
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 鶏用油性アジュバント加不活化ワクチン(OEV)は1回の接種で長期にわたり免疫効果が持続するため多くの養鶏場で使用されている
が、接種反応は強く、接種時期によっては鶏の生産性に大きな影響を与える。そこで、生産性に影響を与えず、抗体の持続性も良好な
接種日齢の検討を行った。試験には採卵鶏のジュリア（銘柄1）、コーラル（銘柄2）、イサブラウン（銘柄3）を用い、80、90、100、110日の4
区（1～4区）の日齢で接種した。 

［成果内容］ 

1 ND-HI抗体価は各銘柄とも80日齢接種群がピークも低く、消失も早い傾向にあった （表1）。 

2 増体量は銘柄1では100、110日齢、銘柄2では90、100、110日齢、銘柄3では各日齢の接種による減少が著しかったが、銘柄1、2では
140日齢体重に差は見られなかった。しかし、銘柄3では110日齢接種群の140日齢体重は明らかに劣った(p<0.0.5)（表2） 

3 飼料摂取量は銘柄1の90、100日齢、銘柄3の100、110日齢接種群が、接種後20日間劣る傾向にあった（表3）。 

4 平均産卵率は銘柄1では100日齢、銘柄2では110日齢、銘柄3では110日齢接種が劣る傾向にあった（表4）。 

［留意事項］ 

1 今回の試験結果は、鶏病研究会の推奨するワクチンプログラムにより基礎免疫を実施した鶏での結果である。基礎免疫がない鶏群
では、抗体の上昇・持続も悪いと考えられる。 

2 赤玉卵産出鶏はストレスを受けやすいため、接種日齢には注意すべきである。 

3 試験はNDを含む5種混合OEVの使用成績である。 

［普及対象地域］ 

県下全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

 部門 養鶏 対象 普及 

課題名：ニューカッスル病（ND)を含む油性アジュバント加不活化ワクチン(OEV)の採卵鶏における接種日齢 

［要約］ジュリア、コーラル、イサブラウンのNDを含むOEV接種日齢の検討では、ND-HI抗体価の持続性は80日齢接種で劣る
傾向にあり、増体量は100、110日齢接種で減少が著しい。平均産卵率はジュリアは100日齢、コーラル、イサブラウンは110日
齢接種で劣る傾向にある。NDを含むOEVの接種日齢は90日齢から100日齢までが望ましい。 

キーワード（専門区分）薬剤 （研究対象）家禽類－採卵鶏 

（フリーキーワード）ニューカッスル病、オイルワクチン、接種日齢、抗体価、産卵率 

実施機関名 （主  査）畜産総合研究センター生産技術部養豚養鶏研究室 

（協力機関）なし 

（実施機関）2001年 



 

 

［発表及び関連文献］ 

平成13年度試験研究成果発表会資料 新しい農林業技術（養鶏） 
第224回鶏病事例検討会発表 


